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「老人ホームでの生活」 
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みなさんは、老人ホームには行ったことがありますか。私の祖母は認知症を患っており

老人ホームに六年間ほど入っています。 
ここで、その祖母の話をしたいと思います。もともと祖母は私が幼いときから孫の年齢

など、すぐ忘れる人でした。でも昔の記憶はあり普通のおばあちゃんという感じでした。 
しかし、祖母はある日突然私の母、祖母自身の娘のことを自分の妹の名前を呼んだり、

他界した自分の夫だと私の父のことを間違えたりしました。また、急にせっかちになりま

した。そのようなことがありしばらくたったとき、祖母から電話がかかってきました。祖

母は家の固定電話からかけているのに 
「ここは私の家じゃない。」 
と言いました。母は家であることを伝え落ち着かせていました。電話を切っても五分とし

ないうちに、同じ内容でかけてきました。少し前に電話で話した会話の内容だけでなく、

電話を自分がかけたことを忘れているのです。それが何日も何回も何回も続きました。さ

らに、祖母はここは家ではないと思い家を飛び出して夜中の十二時頃に、はす向かいの家

の扉を叩いたそうです。はす向かいの家の人が良い人であったこと、どこかへ行かずはす

向かいの家の扉を叩いてくれたことに助かったと思います。もし家の戸を叩くことなく家

を出ていってしまったら、家の鍵は開いたままでしかも祖母の居場所が分からなくなって

いたと思います。祖母と共に暮らしている叔父は仕事の関係上帰宅が遅いので、私達は祖

母を老人ホームへ入れました。 
私はずっと老人ホームとは、ただただ起きる寝る食べるお手洗いに行くことなどを手伝

ってくれる施設だと思っていました。しかし実際行ってみると、症状が重い人は何かあっ

たときにすぐ駆けつけられるようにと、症状が重い人ほど下の階になっていることが分か

りました。祖母は最初は三階に入居しました。でも他の人の部屋に間違えて入ったり、夜

中起きだしたりして、二階へと移動となりました。この老人ホームは二階が一番下の階と

なるので、祖母は一番重い認知度となります。そんな祖母のいる二階は、ずっと独り言を

言っている人、突然悲鳴をあげる人、怒っている人と様々な人がいます。また、刺激が無

いからなのかどんどん認知度は進んでしまうようで、一人でトイレに行けていた祖母が夜

中ベットから落ち骨折し車いす生活になりました。そのように毎日ハプニングがつきもの

のスタッフの皆さんは動きっぱなしです。日中食事の間は一人で食べられない人にはスプ

ーンでその人のペースに合わせて食べさせてあげて、一人で食べられる人には誘導して食

べさせてあげています。他にも大変なことは多いと思います。例えば、祖母は何故か急い

で食べものをボロボロとこぼしてしまいます。そうすると、食事を食べさせながらテーブ

ルと床を掃除しなくてはなりません。そんな大変なスタッフさんは入居者のために毎日何

かしらイベントを組んでくれています。祖母みたいな認知症の人はそのイベントが終わり、

五分も経てば忘れてしまいます。 



2 
 

私の家族は最初はそのイベントでお金がかかって嫌でした。でも楽しそうな祖母たちを

見ていたら老人ホームは祖母にとって暮らしやすい場所になっており、すぐ忘れてしまう

としても一日一日をそのイベント、またイベントを組んでくれたスタッフさんが楽しませ

てくれているのだと思います。祖母が笑って過ごせているのは当たり前なんかじゃなく、

スタッフさんのおかげだと忘れることがないようにして、老人ホームにいる祖母に会いに

行けたらと思います。 
 


